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　１０月２９日（土）　１０月２９日（土）

　９：００　　  足助屋敷開館

１０：００～　「門付け」足助八幡宮→待月橋→栗の木茶屋

　　　　　　　→香嵐渓広場→足助屋敷館内　（各１５分前後）

１３：３０～　足助屋敷母屋前・餅つき、鏡餅作り

１４：００～　　　〃　　　　・下山村三河万歳

１４：３０～　　　〃　　　　・江戸太神楽・門付け・曲芸

１７：００　　足助屋敷閉館

●
お
着
物
で
お
越
し
の
方
、
お
年
玉(

紅
白
餅)

贈
呈
致
し

。(

数
量
限
定)

取
越
正
月

悪
疫
の
流
行
や
天
変
地
異
が
続
く
と
、
と
き
な
ら
ず

誰
が
始
め
る
と
も
な
く
、
餅
を
つ
き
、
門
松
を
立
て
、

し
め
縄
を
引
き
、
服
装
を
改
め
て
正
月
礼
に
歩
い
た

も
の
が
取
越
正
月
の
始
ま
り
也
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豊
田
市
無
形
民
俗
文
化
財
『
下
山
村
（
し
も
や
ま
む
ら
）
三
河
万
歳
保
存
会
』

昭
和
初
期
、
羽
布
の
有
志
が
安
城
の
指
導
者
か
ら
受
け
継
い
だ
の
が
起
源
。

別
所
万
歳
系
の
御
殿
万
歳
で
、
当
時
は
正
月
に
な
る
と
東
京
・
静
岡
な
ど
関
東

各
地
に
も
出
向
き
、
年
始
め
に
幸
福
を
も
た
ら
す
来
訪
者
と
し
て
歓
迎
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
、
集
落
の
若
者
を
中
心
に

保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
『
江
戸
太
神
楽
丸
一
仙
翁
社
中
（
え
ど
だ
い

か
ぐ
ら  

ま
る
い
ち
せ
ん
お
う
し
ゃ
ち
ゅ
う
）』

太
神
楽
の
起
源
は
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
神
社
に
伝
わ
る
「
散
楽
」
と

い
う
曲
芸
が
そ
の
源
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

江
戸
太
神
楽
・
丸
一
仙
翁
社
中
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
太
神
楽
を
代
表
す
る

屋
号
の
ひ
と
つ
で
、
四
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
指
定
無
形
民
族

文
化
財
で
あ
り
、
十
三
代
家
元
・
仙
翁
を
中
心
と
し
て
と
し
て
、
国
内
だ
け
で

な
く
海
外
で
も
公
演
活
動
を
行
い
、
太
神
楽
の
普
及
や
後
進
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

　３０日（日）　３０日（日）

　９：００　　  足助屋敷開館

１０：００～　「門付け」足助八幡宮→待月橋→栗の木茶屋

　　　　　　　→香嵐渓広場→足助屋敷館内　（各１５分前後）

１３：３０～　足助屋敷母屋前・餅つき、鏡餅作り

１４：００～　　　〃　　　　・江戸太神楽・門付け・曲芸　

１７：００　　足助屋敷閉館

マ
ス

@asukeyashiki

インンスタグラムで随時更新

足助屋敷館内催し足助屋敷館内催し

コマ絵付け・和凧作り・羽子板

ワークショップ・釣りみくじ

<限定販売 ><限定販売 >

・屋敷手機織り木綿と紺屋草木

　染め生地の手縫い御守り

・瑠璃紺色取越正月手ぬぐい

三州足助屋敷　愛知県豊田市足助町飯盛 36 番地   TEL : 0565-62-1188


